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～ここは東京丸の内にある運用会社『一寸アセットマネジメント』～
今日も “ちょっと”気になる巷の出来事が話題
一寸アセットマネジメントのとある一日
シェアリングエコノミーで農業をもっと身近に（第70号）
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いいですね～！！
でも『やってみたい！』と思っても、場所や道具、時間や知識なども必要ですから・・・
始めてみたいけどなかなか・・・という人が多いのでしょうね。

ここは東京丸の内の運用会社（一寸アセットマネジメント）のある日の昼休み。
マルチリサーチ部のメンバーは、日頃“ちょっと”気になる出来事で雑談中です。
・今日の雑談メンバー
Ｏ部長・・運用から営業まで、この道ひと筋30年の大ベテラン。仕事のみならず家事も大得意。
Ｉ課長・・ワーキングマザー。ネット証券会社を担当している。
Ｈマネージャー・・マルチリサーチ部の若手。探究心が旺盛ゆえ、先走ることもある。

図表1：民間運営の市民農園が増えている

自分で作る料理の中に、１つでも自分で作った野菜を入れられたらいいなぁっ・・・て、思
うんだ。いよいよ僕も家庭菜園にチャレンジかな！

O部長

都心住まいだと、場所の問題が１番大きいです。マンション住まいだとベランダでミニトマ
トを育てることが精いっぱいなので。子どもに食べ物の大切さや季節を肌で感じて欲しいの
で、我が家も検討しているのですが・・・

Ｈマネージャー

Ｉ課長

O部長

農業を気軽に楽しむことができる“ 市民農園※ ”が人気のようだね。先日、民間が運営す
る農園を覗いてみたんだけど（図表1）、僕らのようなシニア世代はもちろん、小さな子ど
もを連れたファミリー層も多かったよ。

※地方公共団体、農業協同組合、民間企業や農業者などが付帯施設などを整備して提供する小規模農園において、市民が
野菜や果物などを栽培する活動。
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※民間運営の市民農園の農園数の推移
出所）農林水産省のデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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農作業のサポートが手厚い民間運営の市民農園が増えていると、先日、ニュースで見まし
た！

休憩できるカフェやシャワー室、バーベキュー場まで併設されて、レジャー施設のような
サービスを提供して、1日中農園で過ごすことができるようなところも増えてきているよう
だよ。ファミリー層は楽しいだろうね～

（農業に）興味はあるけど踏み出せない！・・・という潜在ニーズのさらなる掘り起こしも
必要ですね。農地、機械・道具、作業知識などのシェアはこのような方々の背中を押してく
れるのではないでしょうか？

“シェアリングエコノミー※”が都市農業の未来を担うってことですかね？！
・・・僕、今ちょっとかっこいいこと言いませんでした（笑）？

Ｉ課長

Ｈマネージャー

自治体運営の農園に比べて料金は高めのようですが・・・
種や肥料、作業道具などすべて農園側が準備してくれるようですね！すごいなぁ～！

O部長

Ｉ課長
毎日農園に通って水やりをしたり、草むしりをしたりするのは大変ですが、そのあたりも農
家のサポートが受けられるというのはとても心強いです！今後、このような農園が増えてく
れると嬉しいですね。

残念ながら、農地および農家が減っているのが現状なんだ（図表2）。やはり高齢化と後継
者不足は深刻な問題になっているようだね。“都市農地を農地として活用していくべき”と
地方自治体などが農業振興に力を入れ始めている※ようだから、今後の減少に歯止めがかか
るよう期待したいね。

O部長

図表2：農家の数は年々減少傾向にある

※全国の農家数の推移
注）1985年以前は実農家（総農家）の戸数、1985年以降は販売目的農家の戸数を集計
出所）農林水産省 農林業センサス累年統計をもとにニッセイアセットマネジメント作成
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※2016年5月13日に都市農業振興基本計画が閣議決定され、都市農地をこれまでの「宅地化すべきもの」から、都市に
「あるべきもの」ととらえることを明確にし、必要な施策の方向性が示された。

Ｈマネージャー

Ｉ課長

※物・サービス・場所などを、多くの人と共有または交換して利用する社会的な仕組み。
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【当資料に関する留意点】

• 当資料は、市場環境に関する情報の提供を目的として、ニッセイアセットマネジメントが作成したものであり、
特定の有価証券等の勧誘を目的とするものではありません。また、金融商品取引法に基づく開示資料ではあり
ません。実際の投資等に係る最終的な決定はご自身で判断してください。

• 当資料は、信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するも
のではありません。

• 当資料の内容は作成時点のものであり、将来予告なく変更されることがあります。
• 当資料のいかなる内容も将来の市場環境等を保証するものではありません。
• 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行
者および許諾者に帰属します。

• 当資料に投資信託のグラフ・数値等が記載される場合、それらはあくまでも過去の実績またはシミュレーショ
ンであり、将来の投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。また税金・手数料等を考慮しており
ませんので、実質的な投資成果を示すものではありません。

• 投資信託は投資する有価証券の価格の変動等により損失を生じるおそれがあります。
• 投資信託の手数料や報酬等の種類ごとの金額及びその合計額については、具体的な商品を勧誘するものではな
いので、表示することができません。

ニッセイアセットマネジメント株式会社
コールセンター 0120-762-506（受付時間：営業日の午前9時～午後5時）
ホームページ https://www.nam.co.jp/

商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号

加入協会：一般社団法人投資信託協会
一般社団法人日本投資顧問業協会
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